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茶の栽培加工から
　　機能性、販売、経営手法まで総合的に科学する!!

茶学総合講座の開設　

シーズ＆ニーズビジネスマッチング研究発表会
　　　　　　　　　　　　　平成 25年12月11日

茶の幅広い魅力と可能性!!!

Camellia sinensisから作られる多

様なお茶は、カフェイン、カテキ
ン、テアニン等の特異成分を含む
が故に世界中の人々を虜にした
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広東語 CHA

福建語 TAY

大航海時代

1606年東インド会社

ヨーロッパへ

1773年 ボストン茶会事件

1840年 アヘン戦争

ボストンティパーティ事件(1773)　
アヘン戦争(1840～1842)　

茶には2000年の歴史。時代とともに多様に進化してきた

茶の分類
　　緑茶（不発酵茶）
　　　　蒸し製緑茶(日本式)
　　　　釜炒り製緑茶(中国式)
　　青茶「ウーロン茶」（半発酵茶）
　　紅茶（発酵茶）
　　　　　　　※発酵：葉の酵素による酸化反応
　　黒茶「後発酵茶」（堆積茶）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　※発酵：微生物発酵
　　その他
　　　白茶
　　　黄茶
　　　二次加工茶

幅広く、奥深き茶の魅力!!　地域により多様な茶を創造!!!

お茶によって飲み方も異なる!!
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茶は健康嗜好飲料である



お茶の潜在

需要は高い緑茶の嗜好性

緑茶を好む人は年代、性別を問わず約８割と非常に多い。

しかしながら、急須で淹れる緑茶を毎日飲む人は、60代は約６割、40代は約４割、

20代　

　は２割程度と若い年代ほど緑茶の飲用頻度が低い。

緑茶の飲用意識と飲用頻度にはギャップがあるが、若い年代も緑茶の潜在需要は

　高いと考えられる。

緑茶の飲用頻度

平成23年

インターネット　　
アンケート結果

静岡、東京1000
名

緑茶を好む人は多いが!!　飲用は少ない?!

世 界の 茶の 生産 量と 緑茶 比率 の推 移
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緑茶は機能性の

高まりから増加し

ている

茶の機能性(カテキン)に関する論文数の推移

茶の機能性が科
学的にも明らかに
され、生産量は緑
茶を中心に、毎年
10万t程度づつ増
加しているが、国
内では需給の歪
みが生じている。

茶を巡る現況

目的および組織体制

大学内の各教員が茶の研究を各々の専門性を活かして実施している。そ

れらの情報を一元化するとともに、相互に連携した取組みを行う。また、

県内の他大学や公設試験研究機関をはじめ行政・茶業界とも連携して茶

業振興に貢献する。

20人以上の教員が

茶を研究している

１ 緑茶の機能性及び疫学に関する研究
　       緑茶の機能性の強化と各種疾病との関連を調査する

２ 茶学教育と人材育成
　      茶の都を牽引し、お茶の総合的知見を有する人材を育成する

３ 茶葉及び茶飲料の嗜好特性の解析
　     品質特性の評価と嗜好性の解析により販売促進戦略を構築する

４ 茶の高付加価値化とマーケティング
　      消費者視点に立った緑茶のマーケティング戦略を調査研究する

目指す研究内容

１．緑茶の機能性及び疫学に関する研究

本県が「健康長寿日本一」であることと「緑茶飲

用」との関連を機能性及び疫学面より調査し、科

学的なエビデンスを明らかにする。

緑茶の抗ストレス性の解明

緑茶摂取量と各種疾病発生率との関連

・緑茶成分、特にテアニンの抗ストレスに及ぼ　

　す影響を調査する

・白葉茶のヒト試験による抗ストレス作用を解　
　明する

茶の消費に主眼をおき、食生活と健康に対す

関係を明らかにする

２．茶学教育と人材育成

お茶に関して総合的知識・情報をもつ人材や経営能

力の高い人材の育成を目指したイベントを開催する

茶に関する幅広い分野を学ぶ茶総合

セミナーの開催

茶の機能性の英語版Web作成と世
界への情報発信

茶業関係者の経営能力向上のため

のセミナーの開催

県民への茶に関する総合相談窓口

の開設

茶学総合講座の門戸を幅広く開放し、「茶の都」をけん引する、お茶の総合的
知見を有する人材を上記イベントを通して育成するとともに総合的な学術情報

をデータバンク化し、世界に発信する。

表　セミナーの実施例



３．茶葉及び茶飲料の嗜好特性の解析

本県各地の銘茶や新品種についてそれらの製法とと
もに商品としての完成度の向上、販売促進戦略など

を支援する。

高アミノ酸含有白葉茶の最適溶出条件
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白葉茶はアミノ酸含量が普通煎茶の2～3倍

高い。アミノ酸の種類により溶出速度が異な

るため「茶量」、「浸出時間」、「浸出液の温

度」を組合せ、消費者が飲んで美味しいと感

じる最適溶出条件を明らかにする

表　同一茶量の淹れ方による

浸出液濃度 (mg/L)

アミノ
酸

カテ
キン
類

カ
フェイ
ン

白葉茶 1256 1133 745 

玉　露 458 1020 664 

４．茶の高付加価値化とマーケティング

緑茶の高付加価値化とともに、「消費者が買いた
くなるお茶」についての市場調査とその活用を図

るなど緑茶のマーケッティングの推進を支援する

大消費地の消費者を対象としたアンケートとその 解析

消費者の購買行動の解析

・緑茶への顕在ニーズの把握および、潜在的ニーズの把握

・異業種の連携による価値創造の可能性の探索（茶×観光、茶×スイーツ、等）

・静岡駅、飲食店などをメディアとした茶産地マーケティングの方向性の探索

インターネット調査　 2,052人
(2006)

「消費者が買いたくなるお茶」。特に、店頭にお

いて手に取りたくなる要因(パッケージ、中味、

値段等々)について、さまざまな階層の消費者

を対象に調査を重ねる。

最 後 に　(ホームページの開設)

セミナーPDFの開示
茶の機能性の英語版

http://dfns.u-shizuoka-
ken.ac.jp/labs/tsc/


